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　コロナ禍にあって密な都市部から離れ、空気のきれいな自然の中でのアクティビティに注目が集
まっています。釜戸町の竜吟峡にも名古屋近辺から多くの訪問客が訪れています。コロナで大きく社
会が変わるなか、今年も変わらぬ秋の山の賑わいを見せてくれることでしょう。

　瑞
浪
市
議
会
で
は
、
11
月
8
日
〜

11
日
に
『
議
会
報
告
会
』
を
開
催
し

ま
す
。
毎
年
開
催
し
て
い
る
議
会
報

告
会
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、

令
和
2
年
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

議
会
報
告
会
、
令
和
3
年
度
は
中
学

3
年
生
を
対
象
と
し
た
議
会
報
告
会

と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
い
つ

も
の
形
式
で
、
全
地
区
で
皆
様
に
お

逢
い
し
要
望
や
意
見
を
お
聴
き
し
ま

す
。
日
時
、
場
所
等
の
詳
細
な
内
容

は
上
記
の
通
り
で
す
。

　現
在
、
第
6
次
総
合
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
重

点
方
針
に
、
『
協
働
の
夢
づ
く
り
』

が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
や

良
好
な
人
間
関
係
に
よ
り
、
各
世
代

の
人
々
が
刺
激
を
受
け
合
い
な
が
ら
、

〝
私
た
ち
の
ま
ち
を
良
く
し
た
い
〞

と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
き
た
重
点
方

針
で
す
。
本
年
の
議
会
報
告
会
は
、

『
協
働
』
と
『
地
域
の
課
題
』
を
合

わ
せ
て
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
と
展
望
』
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

皆
様
の
意
見
や
要
望
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
　議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　
　委
員
　柴
田
　幸
一
郎

12
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　11
月
28
日（
月
）〜
12
月
26
日（
月
）

◆
市
政
一
般
質
問

　12
月
20
日（
火
）9
時
〜

　12
月
21
日（
水
）9
時
〜

令和４年度 瑞浪市議会 議会報告会
皆様の声を
議会にお届け

ください！

　本年度、議会では総合計画特別委員会を設置し、
１年間第６次瑞浪市総合計画について他市の計画
等も参考にしながら検証してきました。その内容
についてご報告いたします。

※新型コロナウイルス感染症の流行状況により中止・変更となる可能性があります。

● 日時・会場
地区 日　時 会　場 定員

土岐 11 月8 日（火）　19:00～20:30 瑞浪市総合消防防災センター 30 名

明世 11 月8 日（火）　19:00～20:30 瑞浪市民体育館 25 名

瑞浪 11 月9 日（水）　19:00～20:30 瑞浪市総合文化センター 40 名

日吉 11 月9 日（水）　19:00～20:30 日吉コミュニティーセンター 25 名

陶 11 月10 日（木）　19:00～20:30 陶コミュニティーセンター 25 名

釜戸 11 月10 日（木）　19:00～20:30 釜戸コミュニティーセンター 25 名

稲津 11 月11 日（金）　19:00～20:30 稲津コミュニティーセンター 25 名

大湫 11 月11 日（金）　19:00～20:30 大湫コミュニティーセンター 25 名

テ
ー
マ

議会からの報告
議会はこう見た！

瑞浪市の10 年
　市政の柱となっている協働のまちづくりですが、
少子高齢化等により協働を担う市民側の環境は大
きく変化しています。協働を進めていく上での課
題と展望についてご意見を伺います。

第２部第1部

テ
ー
マ

ワークショップ
協働のまちづくりの

課題と展望

　瑞浪市議会として、議会の活動を報告し、市民の皆様の声を政策に反映していくために、議会報告会を開
催します。
　議会からの報告と合わせ、「協働のまちづくりの課題と展望」をテーマに、市民の皆様からのご意見を伺
います。お誘い合わせのうえ、お気軽にご参加ください。

本年度は市内全８地区で開催します！

タイトル「竜吟渓谷の秋」　竜吟の滝　撮影者　水野利之　様　(釜戸町)
表紙等に掲載する写真を募集しています。詳しくは市議会ホームページをご覧ください。

瑞浪市議会個人情報保護条例についてのご意見募集
　11月1日（火）～30日(水)の期間で、瑞浪市議会個人情報保護条例の制定について、
皆さまからご意見を募集しています。詳しくはホームページをご覧ください。

議会報告会のお知らせ ・ 編集後記
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歳入
188億
130万円

歳出
173億
3,535万円

9月
定例会
会 期
8月30日から
9月27日まで

　
９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
所
管
の
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
審
査
の
内
容
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、
13
ペ
ー
ジ
の
議
決

結
果
の
と
お
り
、本
会
議
で
採
決
し
ま
し
た
。

常任委員会 審査報告予算決算委員会

令和３年度 決算認定令和３年度 決算認定令和３年度 決算認定令和３年度 決算認定 毎年9月定例会では、前年度に行った事業の決算について、議会が可決した予算に則って「適正に事業
が進められたか」や「お金の使い方に問題がなかったか」等の視点から委員会で審査を行っています。

一 般 会 計 特別会計・公営企業会計
◇特別会計・公営企業会計 決算額

会         計

後期高齢者医療事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

駐車場事業特別会計

歳入額 歳出額 差引額

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

水
道

下
水
道

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

10億9,667万円

1億5,056万円

11億2,534万円

4億5,181万円

5億5,946万円

35億9,226万円

35億円935万円

3,348万円

10億7,374万円

4億4,562万円

11億1,519万円

7億4,167万円

5億4,856万円

35億5,822万円

33億9,487万円

2,871万円

2,293万円

  -2億9,506万円

1,015万円

 -2億8,986万円

1,090万円

3,404万円

1億1,448万円

477万円

※１ 公営企業会計の資本的収支差引額のマイナスは、現金の支出を伴わない減価償却費等により不足額が補填されています。
※2 歳入額に翌年度繰越工事財源3,683万円を含んでいるため、実際の差引不足額は3億2,669万円となります。

●公営企業会計とは…
　公営企業とは地方公共団体が行う事業のうち、そ
の経費を事業の経営に伴う収入をもって充てる事業
です。民間企業と同じ会計処理を行い、経営成績や
財政状態が的確に把握できます。
　瑞浪市では、水道事業と下水道事業が公営企業会
計による会計処理をしています。

●収益的収支と資本的収支とは…
　収益的収支とは、経営活動により発生する収益と
費用で、損益取引に基づく収支といえます。
　資本的収支は、将来の経営活動に備えて行う建設
改良工事や企業債償還金の支出と、その財源となる
収入で、投下資本の増減に関する取引に基づく収支
といえます。

特別会計決算の主な質疑

本市の受診率向上への取組はどのようか。
令和3年度受診率は36.6％で県内でも低い状況
となっている。若いうちからの習慣付けのために
40歳の新規対象者は無料等の対策をしてきたが
伸び悩んでいた。
令和3年度からセグメントを分けた文書による受
診勧奨や、電話勧奨を実施した結果、前年比3％
の上昇となった。

問

答

特定健診事業　決算額2,325万円
　特定健康診査（特定健診）の受診対象となる40歳以
上の国民健康保険被保険者のうち、1,895人が令和3
年度に特定健診を受診されました。

特定健康診査の受診率向上に向けて

ささエール会員になる人が少ない。制度を改善し
てはどうか。
コロナ禍でささエール会員の活動の場が限られて
いるため、新たに介護予防活動の普及を行う人材
を育成する講座を開催し、活動の場の拡大に取り
組んでいる。令和４年度は、会員拡大に向け、各地
区の公民館でささエール講座を開催したため会
員は増えている。

問

答

高齢者安心支え合い事業　決算額19万5千円
　高齢者への支援活動をされた「ささエール会員」の
方々に、ポイントが付与され、貯まったポイントは商品
券と交換されました。

ささエールポイントの制度活用を

令和３年度歳出決算額は民生費が増大
　令和３年度歳出決算額には、新型コロナウイルス感染症対策として｢住民税非課税世帯等に対する臨時
特別給付事業｣２億4,550万円や｢子育て世帯臨時特別給付金事業」5億940万円が含まれています。

◇一般会計歳入歳出決算の内訳

●自主財源とは…
　市の条例等に基づいて、皆さんに納めていただく市
税や施設の使用料、手数料等のお金をいいます。市が
決定し自ら収入できるため、歳入総額に占める割合が
高いほど財政の自主性と安定性が高いといえます。

●依存財源とは…
　国や県の基準に基づいて交付されたり、割り当て
られたりする補助金、地方交付税、地方債等のお金
をいいます。外部からのお金に頼ることになるため、
割合が高いほど財政の自主性が低いといえます。

一般会計決算の主な質疑

地方消費税交付金 
8億9,082万円 4.7%

労務費 1,465万円 0.1%

自主財源
40.2%

議会費 1億6,768万円 1.0%
農林水産業費 2億7,638万円 1.6%
災害復旧費 3億2,576万円 1.9%
商工費 4億7,030万円 2.7%
諸支出金 5億2,039万円 3.0%
消防費 7億2,185万円 4.1%

繰越金 8億1,676万円 4.3%

繰入金 5億2,337万円 2.8%

諸収入 3億3,447万円 1.8%

使用料及び手数料 2億6,707万円 1.4%

その他 4億3,928万円 2.4%

県支出金 
9億2,566万円 4.9%

市債 
11億4,520万円 6.1%

その他 6億3,151万円 3.4%

国庫支出金
37億7,959万円 20.1%

公債費14億8,716万円 8.6%
土木費

15億376万円
8.7%
衛生費

15億6,277万円
9.0%

教育費
18億6,492万円

10.7%

総務費
28億4,295万円

16.4%

民生費
55億7,678万円

32.2%

地方交付税
38億7,325万円 20.6%

市税
51億7,432万円

27.5%

依存財源
59.8%

※１

※１

※2

※ささエール会員活動件数　R３年度 129件　R２年度 41件
※ささエール会員登録者数　R３年度   39人　R２年度 41人

実証実験の成果はどのようか。
税務課、企画政策課における各業務で実証実験
を行い、税の申告書データ入力業務では年間で各
業務11時間程度の削減ができる積算となった。
導入により、ヒューマンエラー削減の効果が期待
できる。
令和4年度中の本格導入に向け、現在精査中であ
る。

問

答

庁内LAN整備事業　決算額1,404万６千円

　パソコン等の購入のほか、行政事務の効率化を図るた
めAI-OCR、RPAの導入に向け実証実験を行いました。

多様化する市民サービスの向上に向けて

ポータルサイト立ち上げによる効果は。
サイトを立ち上げた令和４年１月３１日から８月３１
日の閲覧数は10,046件であった。アクセス元を
地域別にみると、市営地下鉄などの本市の移住定
住ポスターを掲示した名古屋市が最も多く1,317
件であった。また、移住定住の相談件数は、ポータ
ルサイトを立ち上げる前は月平均4.6件、立ち上げ
後は月平均9.5件と大幅に増加した。

問

答

移住定住情報発信事業（新型コロナ対策）
決算額1,599万７千円

　移住定住ポータルサイトが作成され、令和４年１月３１
日から公開されました。また、移住PRポスターを作成
し、名古屋近郊の公共交通機関等に掲示しました。

移住定住の促進、市の魅力を情報発信

※AI-OCR　手書きの書類や帳票をAIが読み取り、データ化するシステム

委員会の審査報告委員会の審査報告
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歳入
188億
130万円

歳出
173億
3,535万円

9月
定例会
会 期
8月30日から
9月27日まで

　
９
月
定
例
会
に
上
程
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の
委
員
会
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付
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れ
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議
案
に
つ
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て
、
そ
の
審
査
の
内
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一
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ご
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し
ま
す
。
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常任委員会 審査報告予算決算委員会

令和３年度 決算認定令和３年度 決算認定令和３年度 決算認定令和３年度 決算認定 毎年9月定例会では、前年度に行った事業の決算について、議会が可決した予算に則って「適正に事業
が進められたか」や「お金の使い方に問題がなかったか」等の視点から委員会で審査を行っています。

一 般 会 計 特別会計・公営企業会計
◇特別会計・公営企業会計 決算額

会         計

後期高齢者医療事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

駐車場事業特別会計

歳入額 歳出額 差引額

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

水
道

下
水
道

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

10億9,667万円

1億5,056万円

11億2,534万円

4億5,181万円

5億5,946万円

35億9,226万円

35億円935万円

3,348万円

10億7,374万円

4億4,562万円

11億1,519万円

7億4,167万円

5億4,856万円

35億5,822万円

33億9,487万円

2,871万円

2,293万円

  -2億9,506万円

1,015万円

 -2億8,986万円

1,090万円

3,404万円

1億1,448万円

477万円

※１ 公営企業会計の資本的収支差引額のマイナスは、現金の支出を伴わない減価償却費等により不足額が補填されています。
※2 歳入額に翌年度繰越工事財源3,683万円を含んでいるため、実際の差引不足額は3億2,669万円となります。

●公営企業会計とは…
　公営企業とは地方公共団体が行う事業のうち、そ
の経費を事業の経営に伴う収入をもって充てる事業
です。民間企業と同じ会計処理を行い、経営成績や
財政状態が的確に把握できます。
　瑞浪市では、水道事業と下水道事業が公営企業会
計による会計処理をしています。

●収益的収支と資本的収支とは…
　収益的収支とは、経営活動により発生する収益と
費用で、損益取引に基づく収支といえます。
　資本的収支は、将来の経営活動に備えて行う建設
改良工事や企業債償還金の支出と、その財源となる
収入で、投下資本の増減に関する取引に基づく収支
といえます。

特別会計決算の主な質疑

本市の受診率向上への取組はどのようか。
令和3年度受診率は36.6％で県内でも低い状況
となっている。若いうちからの習慣付けのために
40歳の新規対象者は無料等の対策をしてきたが
伸び悩んでいた。
令和3年度からセグメントを分けた文書による受
診勧奨や、電話勧奨を実施した結果、前年比3％
の上昇となった。

問

答

特定健診事業　決算額2,325万円
　特定健康診査（特定健診）の受診対象となる40歳以
上の国民健康保険被保険者のうち、1,895人が令和3
年度に特定健診を受診されました。

特定健康診査の受診率向上に向けて

ささエール会員になる人が少ない。制度を改善し
てはどうか。
コロナ禍でささエール会員の活動の場が限られて
いるため、新たに介護予防活動の普及を行う人材
を育成する講座を開催し、活動の場の拡大に取り
組んでいる。令和４年度は、会員拡大に向け、各地
区の公民館でささエール講座を開催したため会
員は増えている。

問

答

高齢者安心支え合い事業　決算額19万5千円
　高齢者への支援活動をされた「ささエール会員」の
方々に、ポイントが付与され、貯まったポイントは商品
券と交換されました。

ささエールポイントの制度活用を

令和３年度歳出決算額は民生費が増大
　令和３年度歳出決算額には、新型コロナウイルス感染症対策として｢住民税非課税世帯等に対する臨時
特別給付事業｣２億4,550万円や｢子育て世帯臨時特別給付金事業」5億940万円が含まれています。

◇一般会計歳入歳出決算の内訳

●自主財源とは…
　市の条例等に基づいて、皆さんに納めていただく市
税や施設の使用料、手数料等のお金をいいます。市が
決定し自ら収入できるため、歳入総額に占める割合が
高いほど財政の自主性と安定性が高いといえます。

●依存財源とは…
　国や県の基準に基づいて交付されたり、割り当て
られたりする補助金、地方交付税、地方債等のお金
をいいます。外部からのお金に頼ることになるため、
割合が高いほど財政の自主性が低いといえます。

一般会計決算の主な質疑

地方消費税交付金 
8億9,082万円 4.7%

労務費 1,465万円 0.1%

自主財源
40.2%

議会費 1億6,768万円 1.0%
農林水産業費 2億7,638万円 1.6%
災害復旧費 3億2,576万円 1.9%
商工費 4億7,030万円 2.7%
諸支出金 5億2,039万円 3.0%
消防費 7億2,185万円 4.1%

繰越金 8億1,676万円 4.3%

繰入金 5億2,337万円 2.8%

諸収入 3億3,447万円 1.8%

使用料及び手数料 2億6,707万円 1.4%

その他 4億3,928万円 2.4%

県支出金 
9億2,566万円 4.9%

市債 
11億4,520万円 6.1%

その他 6億3,151万円 3.4%

国庫支出金
37億7,959万円 20.1%

公債費14億8,716万円 8.6%
土木費

15億376万円
8.7%
衛生費

15億6,277万円
9.0%

教育費
18億6,492万円

10.7%

総務費
28億4,295万円

16.4%

民生費
55億7,678万円

32.2%

地方交付税
38億7,325万円 20.6%

市税
51億7,432万円

27.5%

依存財源
59.8%

※１

※１

※2

※ささエール会員活動件数　R３年度 129件　R２年度 41件
※ささエール会員登録者数　R３年度   39人　R２年度 41人

実証実験の成果はどのようか。
税務課、企画政策課における各業務で実証実験
を行い、税の申告書データ入力業務では年間で各
業務11時間程度の削減ができる積算となった。
導入により、ヒューマンエラー削減の効果が期待
できる。
令和4年度中の本格導入に向け、現在精査中であ
る。

問

答

庁内LAN整備事業　決算額1,404万６千円

　パソコン等の購入のほか、行政事務の効率化を図るた
めAI-OCR、RPAの導入に向け実証実験を行いました。

多様化する市民サービスの向上に向けて

ポータルサイト立ち上げによる効果は。
サイトを立ち上げた令和４年１月３１日から８月３１
日の閲覧数は10,046件であった。アクセス元を
地域別にみると、市営地下鉄などの本市の移住定
住ポスターを掲示した名古屋市が最も多く1,317
件であった。また、移住定住の相談件数は、ポータ
ルサイトを立ち上げる前は月平均4.6件、立ち上げ
後は月平均9.5件と大幅に増加した。

問

答

移住定住情報発信事業（新型コロナ対策）
決算額1,599万７千円

　移住定住ポータルサイトが作成され、令和４年１月３１
日から公開されました。また、移住PRポスターを作成
し、名古屋近郊の公共交通機関等に掲示しました。

移住定住の促進、市の魅力を情報発信

※AI-OCR　手書きの書類や帳票をAIが読み取り、データ化するシステム

委員会の審査報告委員会の審査報告
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令和３年度決算 事業評価令和３年度決算 事業評価令和３年度決算 事業評価令和３年度決算 事業評価 令和４年度 補正予算の審査令和４年度 補正予算の審査令和４年度 補正予算の審査令和４年度 補正予算の審査
　令和3年度に実施された事業のうち10事業について評価しました。
　今年度は必要性・実施主体・成果・効率性に目標指標を加えた5つの視点
で評価をしました。特に、成果と効率性に比重をおいた評価としました。
　市議会として取りまとめた事業評価書を10月7日に市長へ提出
しました。

市長へ評価書を提出

　補正予算のうち一般会計については、パレオパラドキシア発掘による調査等経費、電気料値上げに伴う公共施設
への対応、新型コロナウイルスワクチン接種、8月豪雨による災害復旧等、合計７億２千万円の増額補正を可決しまし
た。また、後期高齢者医療事業、国民健康保険事業、介護保険事業の特別会計補正予算について可決しました。

オミクロン株対応ワクチン接種実施へ 新型コロナウイルスワクチン接種事業　１億100万円

パレオパラドキシア緊急発掘・調査事業　576万８千円

一般会計の主な質疑

財源の国庫支出金である新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金と、新型コロナウイルスワクチン接
種体制確保事業費補助金の用途の違いはどのようか。
負担金は個別接種、集団接種時の医師や看護師派遣にかかる委託料などに対して交付されるものである。補
助金は、クーポン券印刷など負担金対象以外の費用に対して交付されるもので、どちらも費用残額について
は、国への返還が必要である。

問

答

総務民生文教委員会

　国家公務員において講じられた育児休業の取得回数制限の緩和、出生児育児休業制
度（産後パパ育休）の新設、非常勤職員の育児休業の取得要件の緩和等の措置と均衡を
図り、働きながら育児をしやすい環境整備が進められます。

本市職員の働き方改革を推進
議第39号　瑞浪市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

産後パパ育休は、通常の育児休業とは別に取得できるのか。問
通常の育児休業は、出生後８週間後から取得可能だが、それに加え産後パパ育休
は、出生後５７日以内に主に男性職員が最大２回まで分割して取得可能となる。

答

　地方公務員等共済組合法の一部が改正されたことにより、会計年度任用職員は１０月から地方公務員等共
済組合の短期組合員となり、医療保険等の短期給付事業と貯金等の福祉事業が適用されることとなります。

会計年度任用職員の福利厚生充実へ
議第40号　瑞浪市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

一定の条件を満たした短期組合員とは、どのような条件で、対象となる職員は何名か。問
条件は、労働時間が週20時間以上、報酬月額8万8千円以上、勤務期間が2ヶ月以上の３つを全て満たす
こととしており、また、本年9月1日時点で対象となる職員は191名である。

答

※ここでは３事業を抜粋して評価結果を紹介していますが、詳細は市議会ホームペー
　ジに掲載していますので、ご覧ください。

その他の事業 評価

実績なし
（300万円）
1,151 万円
（2,052 万円）
2,630 万円
（4,750 万円）
 48 万円
 （60万円）
90万円

（211万円）
135万円
（173万円）
1,926 万円
（2,075 万円）

Ｄ
（39.6）
Ｂ

（70.0）
C

（64.6）
C

（62.9）
C

（62.1）
Ｂ

（73.1）
C

（65.1）

決算額
（予算額）

空き家等改修補助事業

創業支援計画推進事業　

狭あい道路整備等推進事業

学校給食地産地消推進事業　

ひとり親家庭学習支援事業

文化財維持管理事業　

ICT活用授業推進事業

A
B
C
D
E

極めて良好である
良好である
概ね適正である
問題がある
かなり問題がある

85点以上
70点以上 85点未満
50点以上 70点未満
35点以上 50点未満
35点未満

　今後も増加する高齢者等の交通弱者に対して、
行政における公共交通の運行は必要である。時
代の変化に対応するとともに利用者のニーズと
利便性の高い事業としたい。また、デマンド交
通、スクールバス、福祉タクシーを含め、総合
的に公共交通の在り方を構築する時期が来てい
ると考える。

評価の理由

項目別評価結果

決算額 4,336万円（予算額 4,508万円）

コミュニティバス運行事業 Ｃ（60.5）評価

　母子保健法改正に伴い令和3年度から新たに
実施するこの事業は、乳児の子育てに不安を感
じる産婦へのサポートにより、母子の健康を保
つことができる意義の大きい事業である。今後、
この制度の周知を強化するとともに、市民がよ
り安心できる支援体制を構築してほしい。

評価の理由

項目別評価結果

決算額 実績なし（予算額 63万円）

産後ケア事業 Ｃ（61.4）評価

　目標指標に市民アンケート「地域での交流や活
動が活発に行われているまちだと思う」の回答率
が設定されているが、それで事業の成果が測定で
きるかは疑問である。「地域主体の運営が難し
い」との意見もあるが、地域振興や地域の活性化
の役割を担う道の駅であり、5年後の開業を目指し、
必要なものを着実に固めて事業を進めていくべき。

評価の理由

項目別評価結果

決算額 1,837万円（予算額 3,235万円）

道の駅整備事業 Ｄ（43.3）評価

　２万５千人分のワクチンが準備され、年内にすべての方が接種できる体制が整えられます。

パレオパラドキシア 学校などで展示

制作するパレオパラドキシアのレプリカはどのように活用する予定か。
原寸大のレプリカを制作し、各小中学校、各コミュニティーセンター、市
役所、化石博物館での展示を予定している。

問

答

　釜戸町で発見された学術的価値が極めて高いとされるパレオパラドキシ
アの全身骨格化石のクリーニング作業を進め、レプリカが制作されます。

クリーニング中のパレオパラドキシアの化石

岐阜県出典

8.4

20.1

17.9

5.6

7.8

9.1

成　　果

効 率 性

目標指標

実施主体

必 要 性

成　　果

効 率 性

目標指標

実施主体

必 要 性

8.1

7.2

17.1

20.6

必 要 性

実施主体

目標指標

成　　果

効 率 性

4.7

5.9

2.5

16.2

14.0

■　９月定例会では、経済建設委員会へ付託された議案はありませんでした。

委員会の審査報告令和３年度決算事業評価
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令和３年度決算 事業評価令和３年度決算 事業評価令和３年度決算 事業評価令和３年度決算 事業評価 令和４年度 補正予算の審査令和４年度 補正予算の審査令和４年度 補正予算の審査令和４年度 補正予算の審査
　令和3年度に実施された事業のうち10事業について評価しました。
　今年度は必要性・実施主体・成果・効率性に目標指標を加えた5つの視点
で評価をしました。特に、成果と効率性に比重をおいた評価としました。
　市議会として取りまとめた事業評価書を10月7日に市長へ提出
しました。

市長へ評価書を提出

　補正予算のうち一般会計については、パレオパラドキシア発掘による調査等経費、電気料値上げに伴う公共施設
への対応、新型コロナウイルスワクチン接種、8月豪雨による災害復旧等、合計７億２千万円の増額補正を可決しまし
た。また、後期高齢者医療事業、国民健康保険事業、介護保険事業の特別会計補正予算について可決しました。

オミクロン株対応ワクチン接種実施へ 新型コロナウイルスワクチン接種事業　１億100万円

パレオパラドキシア緊急発掘・調査事業　576万８千円

一般会計の主な質疑

財源の国庫支出金である新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金と、新型コロナウイルスワクチン接
種体制確保事業費補助金の用途の違いはどのようか。
負担金は個別接種、集団接種時の医師や看護師派遣にかかる委託料などに対して交付されるものである。補
助金は、クーポン券印刷など負担金対象以外の費用に対して交付されるもので、どちらも費用残額について
は、国への返還が必要である。

問

答

総務民生文教委員会

　国家公務員において講じられた育児休業の取得回数制限の緩和、出生児育児休業制
度（産後パパ育休）の新設、非常勤職員の育児休業の取得要件の緩和等の措置と均衡を
図り、働きながら育児をしやすい環境整備が進められます。

本市職員の働き方改革を推進
議第39号　瑞浪市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

産後パパ育休は、通常の育児休業とは別に取得できるのか。問
通常の育児休業は、出生後８週間後から取得可能だが、それに加え産後パパ育休
は、出生後５７日以内に主に男性職員が最大２回まで分割して取得可能となる。

答

　地方公務員等共済組合法の一部が改正されたことにより、会計年度任用職員は１０月から地方公務員等共
済組合の短期組合員となり、医療保険等の短期給付事業と貯金等の福祉事業が適用されることとなります。

会計年度任用職員の福利厚生充実へ
議第40号　瑞浪市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

一定の条件を満たした短期組合員とは、どのような条件で、対象となる職員は何名か。問
条件は、労働時間が週20時間以上、報酬月額8万8千円以上、勤務期間が2ヶ月以上の３つを全て満たす
こととしており、また、本年9月1日時点で対象となる職員は191名である。

答

※ここでは３事業を抜粋して評価結果を紹介していますが、詳細は市議会ホームペー
　ジに掲載していますので、ご覧ください。

その他の事業 評価

実績なし
（300万円）
1,151 万円
（2,052 万円）
2,630 万円
（4,750 万円）
 48 万円
 （60万円）
90万円

（211万円）
135万円
（173万円）
1,926 万円
（2,075 万円）

Ｄ
（39.6）
Ｂ

（70.0）
C

（64.6）
C

（62.9）
C

（62.1）
Ｂ

（73.1）
C

（65.1）

決算額
（予算額）

空き家等改修補助事業

創業支援計画推進事業　

狭あい道路整備等推進事業

学校給食地産地消推進事業　

ひとり親家庭学習支援事業

文化財維持管理事業　

ICT活用授業推進事業

A
B
C
D
E

極めて良好である
良好である
概ね適正である
問題がある
かなり問題がある

85点以上
70点以上 85点未満
50点以上 70点未満
35点以上 50点未満
35点未満

　今後も増加する高齢者等の交通弱者に対して、
行政における公共交通の運行は必要である。時
代の変化に対応するとともに利用者のニーズと
利便性の高い事業としたい。また、デマンド交
通、スクールバス、福祉タクシーを含め、総合
的に公共交通の在り方を構築する時期が来てい
ると考える。

評価の理由

項目別評価結果

決算額 4,336万円（予算額 4,508万円）

コミュニティバス運行事業 Ｃ（60.5）評価

　母子保健法改正に伴い令和3年度から新たに
実施するこの事業は、乳児の子育てに不安を感
じる産婦へのサポートにより、母子の健康を保
つことができる意義の大きい事業である。今後、
この制度の周知を強化するとともに、市民がよ
り安心できる支援体制を構築してほしい。

評価の理由

項目別評価結果

決算額 実績なし（予算額 63万円）

産後ケア事業 Ｃ（61.4）評価

　目標指標に市民アンケート「地域での交流や活
動が活発に行われているまちだと思う」の回答率
が設定されているが、それで事業の成果が測定で
きるかは疑問である。「地域主体の運営が難し
い」との意見もあるが、地域振興や地域の活性化
の役割を担う道の駅であり、5年後の開業を目指し、
必要なものを着実に固めて事業を進めていくべき。

評価の理由

項目別評価結果

決算額 1,837万円（予算額 3,235万円）

道の駅整備事業 Ｄ（43.3）評価

　２万５千人分のワクチンが準備され、年内にすべての方が接種できる体制が整えられます。

パレオパラドキシア 学校などで展示

制作するパレオパラドキシアのレプリカはどのように活用する予定か。
原寸大のレプリカを制作し、各小中学校、各コミュニティーセンター、市
役所、化石博物館での展示を予定している。

問

答

　釜戸町で発見された学術的価値が極めて高いとされるパレオパラドキシ
アの全身骨格化石のクリーニング作業を進め、レプリカが制作されます。

クリーニング中のパレオパラドキシアの化石

岐阜県出典

8.4

20.1

17.9

5.6

7.8

9.1

成　　果

効 率 性

目標指標

実施主体

必 要 性

成　　果

効 率 性

目標指標

実施主体

必 要 性

8.1

7.2

17.1

20.6

必 要 性

実施主体

目標指標

成　　果

効 率 性

4.7

5.9

2.5

16.2

14.0

■　９月定例会では、経済建設委員会へ付託された議案はありませんでした。

委員会の審査報告令和３年度決算事業評価

45



市政一般質問
渡 邉 康 弘（瑞浪政志会）
　・不登校児童生徒に対する多様な支援について

舘 林 辰 郎（日本共産党）
　・住み慣れた地域における医療体制について

棚 町 　 潤（創政みずなみ）
　・通学路安全対策プログラムについて
　・コミュニティ・スクールについて

樋 田 翔 太（瑞浪政志会）
　・行財政運営の効率化について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・民生委員・児童委員、主任児童委員が活動しやすい環境整備について

辻 　 正 之（新政クラブ）
　・瑞浪市シティプロモーション基本方針について
　・認知症高齢者等に対する取り組みについて

加 藤 輔 之（新政クラブ）
　・認知症高齢者等の行方不明対策について
　・「教育のまち瑞浪」の実現について

三輪田幸泰（新政クラブ）
　・公共下水道事業について

榛 葉 利 広（公明党）
　・子どもの目の健康について
　・がん対策について

山 下 千 尋（新政クラブ）
　・集落の自治機能の維持・向上について

大久保京子（瑞浪政志会）
　・１８歳選挙権の導入に伴う主権者教育の推進について
　・誰もが利用やすい公共施設トイレについて

柴田幸一郎（創政みずなみ）
　・岐阜県リニア中央新幹線活用戦略について

成 瀬 徳 夫（瑞浪政志会）
　・遺族の市役所における手続きについて
　・幼児園の保育士確保について
　・副業人材の活用について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　9月定例会では13人の議員が20の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから

経
営
戦
略
プ
ラ
ン
に
お
け
る

　
　
　
　 公
共
下
水
道
事
業
の
課
題

　
　
公
共
下
水
道
使
用
料
の
改

定
と
広
域
化
の
取
組
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
令
和
２
年
度
に
見
直
し
た

「
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
経
営
戦

略
プ
ラ
ン
」
は
、
令
和
７
年
度

を
目
標
と
す
る
経
営
の
基
本
計

画
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
の
期

間
内
で
の
下
水
道
使
用
料
改
定

は
見
込
ん
で
い
な
い
。
計
画
期

間
以
降
は
、
人
口
減
少
及
び
施

設
の
更
新
需
要
の
増
加
等
に
よ

り
、
経
営
状
況
が
徐
々
に
悪
化

し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

次
回
の
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
見
直

し
時
に
、
慎
重
に
検
討
を
行
う
。

　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、

近
隣
他
市
と
の
施
設
の
統
合
を

行
う
こ
と
は
、
投
資
費
用
が
膨

大
と
な
り
費
用
対
効
果
が
低
い

た
め
現
実
的
で
な
い
と
考
え
る
。

一
方
で
、
今
後
、
経
営
状
況
の

悪
化
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
経

営
の
合
理
化
に
向
け
、
東
濃
５

市
に
お
い
て
薬
品
・
資
材
等
の

調
達
、
維
持
管
理
の
共
同
化
を

研
究
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　 【
建
設
部
長
】

三輪田幸泰（新政クラブ）

　
　
公
共
下
水
道
事
業
の
課
題

と
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
瑞
浪
市
の
令
和
３
年
度
末

の
公
共
下
水
道
区
域
内
、
区
域

外
を
合
わ
せ
た
人
口
に
対
す
る

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
、

88
・
6
％
で
あ
る
。
主
要
な
施

設
の
老
朽
化
、
大
雨
が
降
る
と

流
入
す
る
不
明
水
の
増
加
な
ど

が
課
題
で
あ
る
。
老
朽
化
施
設

の
更
新
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ス

ト
縮
減
を
図
り
な
が
ら
投
資
額

の
平
準
化
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。「
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
経

問答 問答こ
れ
か
ら
の
公
共
下
水
道
事
業

営
戦
略
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
対

策
を
行
い
、
経
営
の
安
定
化
を

図
る
。
　
　
　
　 【
建
設
部
長
】

者
の
特
性
を
分
析
し
、
ナ
ッ
ジ

理
論
の
手
法
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
効
果
的
・
効
率
的
な
受
診

勧
奨
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
機
会

が
多
く
な
っ
た
学
校
に
お
い
て
、

な
る
べ
く
外
に
出
た
り
、
授
業

の
終
わ
り
に
目
の
体
操
を
し
た

り
す
る
な
ど
の
具
体
的
な
対
策

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
子
ど
も
の
視
力
は
低
下
傾

向
に
あ
る
。
令
和
３
年
度
学
校

保
健
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
裸

眼
視
力
１
・
０
未
満
の
者
の
全

国
の
割
合
は
年
齢
が
高
く
な
る

に
つ
れ
て
概
ね
増
加
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
傾
向
は
本
市
に
お
い
て

も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
子
ど
も

の
目
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
課

題
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
向
き
合
う
時

間
も
長
く
な
り
、「
目
の
健
康
」

の
た
め
に
「
目
の
大
切
さ
」「
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
」「
正
し

い
姿
勢
」
等
を
改
め
て
指
導
し
、

健
康
診
断
等
の
分
析
を
基
に
、

健
康
、
体
力
、
体
位
に
関
す
る

各
学
校
に
お
け
る
課
題
に
つ
い

て
、
対
策
を
講
じ
る
様
に
指
導

し
て
い
く
。

【
教
育
長
】

榛葉利広（公明党）

　
　
が
ん
健
診
の
受
診
率
向
上

を
図
る
た
め
、
ナ
ッ
ジ
理
論
を

活
用
し
た
案
内
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
ナ
ッ
ジ
理
論
を
活
用
し
た

受
診
勧
奨
は
特
定
健
診
の
再
勧

奨
で
実
施
し
て
お
り
、「
過
去

に
一
度
も
受
診
し
た
こ
と
の
な

い
者
」「
生
活
習
慣
病
で
受
診

中
の
者
」「
不
定
期
に
受
診
し

た
こ
と
が
あ
る
者
」
な
ど
と
未

受
診
者
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、

対
象
者
に
合
わ
せ
た
個
別
通
知

を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
案
内
文
書
の
工

夫
は
行
っ
て
き
た
が
、
未
受
診

子
ど
も
の
目
の
健
康
を
守
る

ナ
ッ
ジ
理
論
で
受
診
率
向
上
を

問答 問答

ナッジ理論を活用した案内

自
治
会
支
援
の
現
状
は

山下千尋（新政クラブ）

周
辺
部
の
人
口
確
保
の
手
立
て
は

　
　
急
激
な
人
口
減
少
が
進
む

周
辺
地
域
に
特
化
し
た
人
口
確

保
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
治
の
基
本
と
な
る
人
口
の
確

保
を
図
り
、
自
治
機
能
を
維
持

さ
せ
て
い
く
取
組
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
市
が
行
っ
て

き
た
ハ
ー
ド
面
、
情
報
環
境
、

子
育
て
環
境
や
公
共
交
通
に
対

す
る
取
組
は
、
周
辺
地
域
の
人

口
減
少
対
策
に
し
っ
か
り
と
寄

与
し
て
い
る
と
考
え
る
。
引
き

続
き
対
策
に
取
り
組
む
が
、
各

地
域
に
お
い
て
も
人
口
減
少
、

地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
を
地

域
の
課
題
と
し
て
認
識
し
、
地

域
主
体
の
取
組
を
お
願
い
し
た

い
。

【
市
長
】

　
　
周
辺
地
域
で
は
人
口
減
少

及
び
高
齢
化
が
市
中
心
部
よ
り

も
早
く
進
み
、
自
治
会
の
活
動

に
お
い
て
も
、
担
い
手
不
足
な

ど
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

市
の
自
治
会
支
援
の
現
状
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
現
状
、
市
内
８
区
長
会
へ

の
市
政
協
力
事
業
交
付
金
を
は

じ
め
と
す
る
財
政
的
支
援
、
支

援
職
員
及
び
集
落
支
援
員
に
よ

る
人
的
支
援
、
連
合
自
治
会
等

を
通
じ
た
情
報
面
で
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
連
合
自
治
会
が

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は

「
自
治
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り

役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
」
こ

と
を
課
題
に
挙
げ
る
自
治
会
が

圧
倒
的
に
多
く
、
市
と
し
て
は

活
動
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
講
演
会

の
開
催
や
、
自
治
会
の
組
織
、

運
営
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
専
門
家
と
の
橋
渡
し

を
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て

い
く
。【

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

周辺部ほど激しい人口減少 下水道経営戦略プラン「収益的収支計画」

市政一般質問市政一般質問
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市政一般質問
渡 邉 康 弘（瑞浪政志会）
　・不登校児童生徒に対する多様な支援について

舘 林 辰 郎（日本共産党）
　・住み慣れた地域における医療体制について

棚 町 　 潤（創政みずなみ）
　・通学路安全対策プログラムについて
　・コミュニティ・スクールについて

樋 田 翔 太（瑞浪政志会）
　・行財政運営の効率化について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・民生委員・児童委員、主任児童委員が活動しやすい環境整備について

辻 　 正 之（新政クラブ）
　・瑞浪市シティプロモーション基本方針について
　・認知症高齢者等に対する取り組みについて

加 藤 輔 之（新政クラブ）
　・認知症高齢者等の行方不明対策について
　・「教育のまち瑞浪」の実現について

三輪田幸泰（新政クラブ）
　・公共下水道事業について

榛 葉 利 広（公明党）
　・子どもの目の健康について
　・がん対策について

山 下 千 尋（新政クラブ）
　・集落の自治機能の維持・向上について

大久保京子（瑞浪政志会）
　・１８歳選挙権の導入に伴う主権者教育の推進について
　・誰もが利用やすい公共施設トイレについて

柴田幸一郎（創政みずなみ）
　・岐阜県リニア中央新幹線活用戦略について

成 瀬 徳 夫（瑞浪政志会）
　・遺族の市役所における手続きについて
　・幼児園の保育士確保について
　・副業人材の活用について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　9月定例会では13人の議員が20の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから

経
営
戦
略
プ
ラ
ン
に
お
け
る

　
　
　
　 公
共
下
水
道
事
業
の
課
題

　
　
公
共
下
水
道
使
用
料
の
改

定
と
広
域
化
の
取
組
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
令
和
２
年
度
に
見
直
し
た

「
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
経
営
戦

略
プ
ラ
ン
」
は
、
令
和
７
年
度

を
目
標
と
す
る
経
営
の
基
本
計

画
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
の
期

間
内
で
の
下
水
道
使
用
料
改
定

は
見
込
ん
で
い
な
い
。
計
画
期

間
以
降
は
、
人
口
減
少
及
び
施

設
の
更
新
需
要
の
増
加
等
に
よ

り
、
経
営
状
況
が
徐
々
に
悪
化

し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

次
回
の
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
見
直

し
時
に
、
慎
重
に
検
討
を
行
う
。

　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、

近
隣
他
市
と
の
施
設
の
統
合
を

行
う
こ
と
は
、
投
資
費
用
が
膨

大
と
な
り
費
用
対
効
果
が
低
い

た
め
現
実
的
で
な
い
と
考
え
る
。

一
方
で
、
今
後
、
経
営
状
況
の

悪
化
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
経

営
の
合
理
化
に
向
け
、
東
濃
５

市
に
お
い
て
薬
品
・
資
材
等
の

調
達
、
維
持
管
理
の
共
同
化
を

研
究
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　 【
建
設
部
長
】

三輪田幸泰（新政クラブ）

　
　
公
共
下
水
道
事
業
の
課
題

と
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
瑞
浪
市
の
令
和
３
年
度
末

の
公
共
下
水
道
区
域
内
、
区
域

外
を
合
わ
せ
た
人
口
に
対
す
る

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
、

88
・
6
％
で
あ
る
。
主
要
な
施

設
の
老
朽
化
、
大
雨
が
降
る
と

流
入
す
る
不
明
水
の
増
加
な
ど

が
課
題
で
あ
る
。
老
朽
化
施
設

の
更
新
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ス

ト
縮
減
を
図
り
な
が
ら
投
資
額

の
平
準
化
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。「
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
経

問答 問答こ
れ
か
ら
の
公
共
下
水
道
事
業

営
戦
略
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
対

策
を
行
い
、
経
営
の
安
定
化
を

図
る
。
　
　
　
　 【
建
設
部
長
】

者
の
特
性
を
分
析
し
、
ナ
ッ
ジ

理
論
の
手
法
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
効
果
的
・
効
率
的
な
受
診

勧
奨
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
機
会

が
多
く
な
っ
た
学
校
に
お
い
て
、

な
る
べ
く
外
に
出
た
り
、
授
業

の
終
わ
り
に
目
の
体
操
を
し
た

り
す
る
な
ど
の
具
体
的
な
対
策

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
子
ど
も
の
視
力
は
低
下
傾

向
に
あ
る
。
令
和
３
年
度
学
校

保
健
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
裸

眼
視
力
１
・
０
未
満
の
者
の
全

国
の
割
合
は
年
齢
が
高
く
な
る

に
つ
れ
て
概
ね
増
加
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
傾
向
は
本
市
に
お
い
て

も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
子
ど
も

の
目
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
課

題
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
向
き
合
う
時

間
も
長
く
な
り
、「
目
の
健
康
」

の
た
め
に
「
目
の
大
切
さ
」「
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
」「
正
し

い
姿
勢
」
等
を
改
め
て
指
導
し
、

健
康
診
断
等
の
分
析
を
基
に
、

健
康
、
体
力
、
体
位
に
関
す
る

各
学
校
に
お
け
る
課
題
に
つ
い

て
、
対
策
を
講
じ
る
様
に
指
導

し
て
い
く
。

【
教
育
長
】

榛葉利広（公明党）

　
　
が
ん
健
診
の
受
診
率
向
上

を
図
る
た
め
、
ナ
ッ
ジ
理
論
を

活
用
し
た
案
内
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
ナ
ッ
ジ
理
論
を
活
用
し
た

受
診
勧
奨
は
特
定
健
診
の
再
勧

奨
で
実
施
し
て
お
り
、「
過
去

に
一
度
も
受
診
し
た
こ
と
の
な

い
者
」「
生
活
習
慣
病
で
受
診

中
の
者
」「
不
定
期
に
受
診
し

た
こ
と
が
あ
る
者
」
な
ど
と
未

受
診
者
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、

対
象
者
に
合
わ
せ
た
個
別
通
知

を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
案
内
文
書
の
工

夫
は
行
っ
て
き
た
が
、
未
受
診

子
ど
も
の
目
の
健
康
を
守
る

ナ
ッ
ジ
理
論
で
受
診
率
向
上
を

問答 問答

ナッジ理論を活用した案内

自
治
会
支
援
の
現
状
は

山下千尋（新政クラブ）

周
辺
部
の
人
口
確
保
の
手
立
て
は

　
　
急
激
な
人
口
減
少
が
進
む

周
辺
地
域
に
特
化
し
た
人
口
確

保
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
治
の
基
本
と
な
る
人
口
の
確

保
を
図
り
、
自
治
機
能
を
維
持

さ
せ
て
い
く
取
組
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
市
が
行
っ
て

き
た
ハ
ー
ド
面
、
情
報
環
境
、

子
育
て
環
境
や
公
共
交
通
に
対

す
る
取
組
は
、
周
辺
地
域
の
人

口
減
少
対
策
に
し
っ
か
り
と
寄

与
し
て
い
る
と
考
え
る
。
引
き

続
き
対
策
に
取
り
組
む
が
、
各

地
域
に
お
い
て
も
人
口
減
少
、

地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
を
地

域
の
課
題
と
し
て
認
識
し
、
地

域
主
体
の
取
組
を
お
願
い
し
た

い
。

【
市
長
】

　
　
周
辺
地
域
で
は
人
口
減
少

及
び
高
齢
化
が
市
中
心
部
よ
り

も
早
く
進
み
、
自
治
会
の
活
動

に
お
い
て
も
、
担
い
手
不
足
な

ど
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

市
の
自
治
会
支
援
の
現
状
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
現
状
、
市
内
８
区
長
会
へ

の
市
政
協
力
事
業
交
付
金
を
は

じ
め
と
す
る
財
政
的
支
援
、
支

援
職
員
及
び
集
落
支
援
員
に
よ

る
人
的
支
援
、
連
合
自
治
会
等

を
通
じ
た
情
報
面
で
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
連
合
自
治
会
が

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は

「
自
治
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り

役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
」
こ

と
を
課
題
に
挙
げ
る
自
治
会
が

圧
倒
的
に
多
く
、
市
と
し
て
は

活
動
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
講
演
会

の
開
催
や
、
自
治
会
の
組
織
、

運
営
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
専
門
家
と
の
橋
渡
し

を
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て

い
く
。【

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

問答 問答

周辺部ほど激しい人口減少 下水道経営戦略プラン「収益的収支計画」
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大久保京子（瑞浪政志会）

　
　
欧
米
化
が
進
む
食
文
化
に

伴
い
、
泌
尿
器
科
系
の
病
気
の

発
症
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
な
ど

を
罹
患
さ
れ
た
方
は
、
取
り
替

え
た
尿
漏
れ
パ
ッ
ト
な
ど
を
自

宅
ま
で
持
ち
帰
ら
れ
て
お
り

「
男
性
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
ほ

し
い
」
と
の
声
を
聞
く
が
、
ど

う
考
え
る
の
か
。

　
　
本
市
で
は
、
中
央
公
民
館

や
市
民
図
書
館
、
老
人
憩
い
の

家
な
ど
既
に
男
性
ト
イ
レ
に
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し

て
い
る
施
設
も
あ
る
が
、
頻
尿

や
尿
漏
れ
に
悩
ん
で
い
る
方
も

気
軽
に
外
出
で
き
る
社
会
、
ま

た
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会

投
票
済
証
明
書
の
デ
ザ
イ
ン
変
更

公
共
施
設
男
性
ト
イ
レ
に

　
　 サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
へ

　
　
児
童
生
徒
が
描
く
啓
発
ポ

ス
タ
ー
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
活

用
し
て
、
投
票
済
証
明
書
の
デ

ザ
イ
ン
変
更
を
考
え
な
い
か
。

　
　
若
者
が
選
挙
、
政
治
へ
の

関
心
を
持
ち
、
投
票
意
識
向
上

の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考

え
、
投
票
済
証
明
書
の
デ
ザ
イ

ン
の
変
更
を
検
討
す
る
。
具
体

的
に
は
、
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
イ
ラ
ス
ト
や
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
な
ど
を
活
用
し
、
次
の
市

議
会
議
員
選
挙
か
ら
変
更
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
】

問答 問答

の
実
現
に
向
け
、
公
共
施
設
の

男
性
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
設
置
を
進
め
て
い

く
。
先
ず
は
、
市
役
所
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
西
分
庁
舎
各
１
階

ト
イ
レ
に
設
置
す
る
。
そ
の
後
、

各
施
設
の
ニ
ー
ズ
や
清
掃
、
ト

イ
レ
の
広
さ
な
ど
を
考
慮
し
設

置
し
て
い
く
。

【
理
事
（
兼
）
総
務
部
長
】

本庁舎1階男性トイレに設置

リ
ニ
ア
開
通
に
よ
る

　
　
　
　 

　U
タ
ー
ン
へ
の
施
策
は

　
　
未
来
を
開
く
リ
ニ
ア
を
本

市
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
発

展
さ
せ
る
の
か
。

　
　
本
市
で
は
リ
ニ
ア
活
用
戦

略
と
し
て
、
瑞
浪
駅
周
辺
再
開

発
事
業
、
道
の
駅
整
備
事
業
、

農
畜
産
物
等
直
売
所
規
模
拡
大

整
備
事
業
、
大
湫
宿
保
存
活
用

事
業
な
ど
、
未
来
へ
の
希
望
あ

る
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着

実
に
進
め
て
い
る
。

　
本
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
、

歴
史
、
文
化
が
あ
り
、
化
石
、

陶
磁
器
、
地
歌
舞
伎
の
他
に
、

特
色
あ
る
飲
食
店
な
ど
魅
力
あ

る
資
源
が
多
く
あ
る
。
こ
う
し

た
資
源
を
リ
ニ
ア
活
用
戦
略
に

位
置
づ
け
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ

う
進
め
て
い
く
。

【
市
長
】

柴田幸一郎（創政みずなみ）

　
　
I
T
産
業
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
に
よ
っ
て
地
方

分
散
の
流
れ
が
生
ま
れ
て
い
る
。

リ
ニ
ア
開
通
を
見
据
え
た
こ
の

機
会
に
、
U
タ
ー
ン
を
促
す
施

策
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
3
年
度
の
関
東
圏
か

ら
岐
阜
県
へ
の
移
住
者
は
、
前

年
度
比
20
％
増
と
な
っ
た
。

問答 問答リ
ニ
ア
を
活
用
し
た
本
市
の
発
展

　
こ
の
機
に
県
は
情
報
発
信
の

強
化
や
移
住
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

な
ど
、
移
住
支
援
を
推
進
し
て

い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
移
住

支
援
金
の
交
付
や
情
報
発
信
の

強
化
な
ど
、
県
と
連
携
し
て
移

住
定
住
人
口
の
更
な
る
拡
大
を

図
っ
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

施
策
を
遂
行
し
て
い
く
上
に
お

い
て
、
副
業
人
材
を
活
用
す
る

こ
と
が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る

場
合
は
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。　
　
　
　
　
　
　  【
市
長
】

　
　
家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
、

市
役
所
で
の
手
続
き
で
政
府
が

導
入
支
援
を
し
て
い
る
「
お
く

や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を
導
入
し
て

い
る
自
治
体
が
増
加
し
て
い
る

が
、
本
市
も
ご
遺
族
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
亡
く
な
ら
れ
た
後
の
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
故
人
ご
と
に

異
な
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、

様
々
な
手
続
き
を
総
合
的
に
案

内
す
る
「
窓
口
の
ご
案
内
」
を

お
渡
し
て
、
手
続
き
を
行
う
窓

口
名
や
手
続
き
内
容
を
一
覧
表

に
し
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
人
員
及
び
設

置
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
考
慮
し
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

【
理
事(

兼
）
総
務
部
長
】

成瀬徳夫（瑞浪政志会）

　
　
行
政
の
人
材
不
足
か
ら
、

副
業
人
材
の
採
用
は
、
民
間
の

専
門
的
な
ス
キ
ル
導
入
が
で
き

行
政
に
新
風
を
吹
込
む
効
果
が

期
待
で
き
る
。
行
政
側
職
員
も

民
間
の
専
門
家
か
ら
有
益
な
助

言
を
受
け
資
質
向
上
や
意
識
改

革
が
図
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
考

え
ら
れ
る
。
本
市
も
副
業
人
材

を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
副
業
人
材
の
主
な
導
入
手

段
と
し
て
は
、
非
常
勤
職
員
の

身
分
で
直
接
雇
用
す
る
ほ
か
、

民
間
副
業
人
材
紹
介
事
業
者
を

利
用
し
、
条
件
に
合
致
し
た
人

材
と
業
務
委
託
を
締
結
す
る
方

法
が
あ
る
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な

人
員
、
ス
ペ
ー
ス
面
か
ら
お
く
や
み

　
　
　 コ
ー
ナ
ー
は
考
え
て
い
な
い

副
業
人
材
活
用
を
前
向
き
に
検
討

問答 問答

副業人材の活用によるBBQ場計画

丁
寧
で
き
め
細
や
か
な
相
談
体
制

渡邉康弘（瑞浪政志会）

子
ど
も
達
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

　
　
今
年
7
月
に
開
催
さ
れ
た

中
学
3
年
生
対
象
の｢

通
信
制

高
校
等
の
合
同
説
明
会｣

は
、

限
ら
れ
た
条
件
の
た
め
参
加
で

き
な
か
っ
た
家
庭
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

　
合
同
説
明
会
の
開
催
日
の
増

加
や
対
象
学
年
の
拡
充
、
相
談

会
等
の
開
催
な
ど
生
徒
と
そ
の

家
庭
に
合
わ
せ
た
配
慮
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
今
後
、
合
同
説
明
会
の
実

施
の
工
夫
に
と
ど
ま
ら
ず
、
瑞

浪
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
市

内
の
小
中
学
校
が
連
携
し
な
が

ら
、
開
催
日
、
時
間
や
対
象
学

年
を
含
め
、
不
登
校
児
童
生
徒

や
そ
の
家
庭
に
寄
り
添
っ
た
多

様
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
　
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
多
様
な
支
援
を
実

施
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
室
と
の
連
携
や
教

育
相
談
員
等
の
各
中
学
校
区
へ

の
配
置
な
ど
相
談
支
援
体
制
の

強
化
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、
現
在
の
相

談
支
援
体
制
の
状
況
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
み
な

ら
ず
、
高
校
生
等
の
悩
み
や
相

談
の
窓
口
と
な
っ
て
お
り
卒
業

後
も
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
室

や
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
家
庭
を
切
れ
目
な
く

支
援
し
て
い
る
。

　
家
庭
児
童
相
談
員
と
高
校
が

連
携
し
対
応
に
あ
た
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
今
後
も
、
学
校
等
と

連
携
し
て
相
談
体
制
の
充
実
を

図
り
、
支
援
の
必
要
な
子
ど
も

や
家
庭
に
対
応
し
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
・

民
生
部
次
長
】

問答 問答

他市で開催された説明会の風景
平成28年日吉工区の起工式の様子
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大久保京子（瑞浪政志会）

　
　
欧
米
化
が
進
む
食
文
化
に

伴
い
、
泌
尿
器
科
系
の
病
気
の

発
症
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん
な
ど

を
罹
患
さ
れ
た
方
は
、
取
り
替

え
た
尿
漏
れ
パ
ッ
ト
な
ど
を
自

宅
ま
で
持
ち
帰
ら
れ
て
お
り

「
男
性
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
ほ

し
い
」
と
の
声
を
聞
く
が
、
ど

う
考
え
る
の
か
。

　
　
本
市
で
は
、
中
央
公
民
館

や
市
民
図
書
館
、
老
人
憩
い
の

家
な
ど
既
に
男
性
ト
イ
レ
に
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し

て
い
る
施
設
も
あ
る
が
、
頻
尿

や
尿
漏
れ
に
悩
ん
で
い
る
方
も

気
軽
に
外
出
で
き
る
社
会
、
ま

た
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会

投
票
済
証
明
書
の
デ
ザ
イ
ン
変
更

公
共
施
設
男
性
ト
イ
レ
に

　
　 サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
へ

　
　
児
童
生
徒
が
描
く
啓
発
ポ

ス
タ
ー
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
活

用
し
て
、
投
票
済
証
明
書
の
デ

ザ
イ
ン
変
更
を
考
え
な
い
か
。

　
　
若
者
が
選
挙
、
政
治
へ
の

関
心
を
持
ち
、
投
票
意
識
向
上

の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考

え
、
投
票
済
証
明
書
の
デ
ザ
イ

ン
の
変
更
を
検
討
す
る
。
具
体

的
に
は
、
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
イ
ラ
ス
ト
や
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
な
ど
を
活
用
し
、
次
の
市

議
会
議
員
選
挙
か
ら
変
更
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
】

問答 問答

の
実
現
に
向
け
、
公
共
施
設
の

男
性
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
設
置
を
進
め
て
い

く
。
先
ず
は
、
市
役
所
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
西
分
庁
舎
各
１
階

ト
イ
レ
に
設
置
す
る
。
そ
の
後
、

各
施
設
の
ニ
ー
ズ
や
清
掃
、
ト

イ
レ
の
広
さ
な
ど
を
考
慮
し
設

置
し
て
い
く
。

【
理
事
（
兼
）
総
務
部
長
】

本庁舎1階男性トイレに設置

リ
ニ
ア
開
通
に
よ
る

　
　
　
　 

　U
タ
ー
ン
へ
の
施
策
は

　
　
未
来
を
開
く
リ
ニ
ア
を
本

市
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
発

展
さ
せ
る
の
か
。

　
　
本
市
で
は
リ
ニ
ア
活
用
戦

略
と
し
て
、
瑞
浪
駅
周
辺
再
開

発
事
業
、
道
の
駅
整
備
事
業
、

農
畜
産
物
等
直
売
所
規
模
拡
大

整
備
事
業
、
大
湫
宿
保
存
活
用

事
業
な
ど
、
未
来
へ
の
希
望
あ

る
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着

実
に
進
め
て
い
る
。

　
本
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
、

歴
史
、
文
化
が
あ
り
、
化
石
、

陶
磁
器
、
地
歌
舞
伎
の
他
に
、

特
色
あ
る
飲
食
店
な
ど
魅
力
あ

る
資
源
が
多
く
あ
る
。
こ
う
し

た
資
源
を
リ
ニ
ア
活
用
戦
略
に

位
置
づ
け
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ

う
進
め
て
い
く
。

【
市
長
】

柴田幸一郎（創政みずなみ）

　
　
I
T
産
業
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
に
よ
っ
て
地
方

分
散
の
流
れ
が
生
ま
れ
て
い
る
。

リ
ニ
ア
開
通
を
見
据
え
た
こ
の

機
会
に
、
U
タ
ー
ン
を
促
す
施

策
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
3
年
度
の
関
東
圏
か

ら
岐
阜
県
へ
の
移
住
者
は
、
前

年
度
比
20
％
増
と
な
っ
た
。

問答 問答リ
ニ
ア
を
活
用
し
た
本
市
の
発
展

　
こ
の
機
に
県
は
情
報
発
信
の

強
化
や
移
住
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

な
ど
、
移
住
支
援
を
推
進
し
て

い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
移
住

支
援
金
の
交
付
や
情
報
発
信
の

強
化
な
ど
、
県
と
連
携
し
て
移

住
定
住
人
口
の
更
な
る
拡
大
を

図
っ
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

施
策
を
遂
行
し
て
い
く
上
に
お

い
て
、
副
業
人
材
を
活
用
す
る

こ
と
が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る

場
合
は
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。　
　
　
　
　
　
　  【
市
長
】

　
　
家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
、

市
役
所
で
の
手
続
き
で
政
府
が

導
入
支
援
を
し
て
い
る
「
お
く

や
み
コ
ー
ナ
ー
」
を
導
入
し
て

い
る
自
治
体
が
増
加
し
て
い
る

が
、
本
市
も
ご
遺
族
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
亡
く
な
ら
れ
た
後
の
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
故
人
ご
と
に

異
な
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、

様
々
な
手
続
き
を
総
合
的
に
案

内
す
る
「
窓
口
の
ご
案
内
」
を

お
渡
し
て
、
手
続
き
を
行
う
窓

口
名
や
手
続
き
内
容
を
一
覧
表

に
し
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
人
員
及
び
設

置
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
考
慮
し
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

【
理
事(

兼
）
総
務
部
長
】

成瀬徳夫（瑞浪政志会）

　
　
行
政
の
人
材
不
足
か
ら
、

副
業
人
材
の
採
用
は
、
民
間
の

専
門
的
な
ス
キ
ル
導
入
が
で
き

行
政
に
新
風
を
吹
込
む
効
果
が

期
待
で
き
る
。
行
政
側
職
員
も

民
間
の
専
門
家
か
ら
有
益
な
助

言
を
受
け
資
質
向
上
や
意
識
改

革
が
図
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
考

え
ら
れ
る
。
本
市
も
副
業
人
材

を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
副
業
人
材
の
主
な
導
入
手

段
と
し
て
は
、
非
常
勤
職
員
の

身
分
で
直
接
雇
用
す
る
ほ
か
、

民
間
副
業
人
材
紹
介
事
業
者
を

利
用
し
、
条
件
に
合
致
し
た
人

材
と
業
務
委
託
を
締
結
す
る
方

法
が
あ
る
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な

人
員
、
ス
ペ
ー
ス
面
か
ら
お
く
や
み

　
　
　 コ
ー
ナ
ー
は
考
え
て
い
な
い

副
業
人
材
活
用
を
前
向
き
に
検
討

問答 問答

副業人材の活用によるBBQ場計画

丁
寧
で
き
め
細
や
か
な
相
談
体
制

渡邉康弘（瑞浪政志会）

子
ど
も
達
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

　
　
今
年
7
月
に
開
催
さ
れ
た

中
学
3
年
生
対
象
の｢

通
信
制

高
校
等
の
合
同
説
明
会｣

は
、

限
ら
れ
た
条
件
の
た
め
参
加
で

き
な
か
っ
た
家
庭
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

　
合
同
説
明
会
の
開
催
日
の
増

加
や
対
象
学
年
の
拡
充
、
相
談

会
等
の
開
催
な
ど
生
徒
と
そ
の

家
庭
に
合
わ
せ
た
配
慮
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
今
後
、
合
同
説
明
会
の
実

施
の
工
夫
に
と
ど
ま
ら
ず
、
瑞

浪
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
市

内
の
小
中
学
校
が
連
携
し
な
が

ら
、
開
催
日
、
時
間
や
対
象
学

年
を
含
め
、
不
登
校
児
童
生
徒

や
そ
の
家
庭
に
寄
り
添
っ
た
多

様
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
　
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
多
様
な
支
援
を
実

施
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
室
と
の
連
携
や
教

育
相
談
員
等
の
各
中
学
校
区
へ

の
配
置
な
ど
相
談
支
援
体
制
の

強
化
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、
現
在
の
相

談
支
援
体
制
の
状
況
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
み
な

ら
ず
、
高
校
生
等
の
悩
み
や
相

談
の
窓
口
と
な
っ
て
お
り
卒
業

後
も
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
室

や
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
家
庭
を
切
れ
目
な
く

支
援
し
て
い
る
。

　
家
庭
児
童
相
談
員
と
高
校
が

連
携
し
対
応
に
あ
た
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
今
後
も
、
学
校
等
と

連
携
し
て
相
談
体
制
の
充
実
を

図
り
、
支
援
の
必
要
な
子
ど
も

や
家
庭
に
対
応
し
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
・

民
生
部
次
長
】

問答 問答

他市で開催された説明会の風景
平成28年日吉工区の起工式の様子
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舘林辰郎（日本共産党）

　
　
本
市
に
は
回
復
期
に
入
院

し
て
リ
ハ
ビ
リ
が
出
来
る
医
療

機
関
は
な
く
、
ま
た
国
の
地
域

医
療
構
想
で
は
ベ
ッ
ド
を
減
ら

す
政
策
も
あ
る
。
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
医
療
体
制
の
構
築
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
岐
阜
県
は
10
万
人
あ
た
り

の
医
師
数
が
全
国
で
37
番
目
と

低
く
、
中
で
も
瑞
浪
市
、
土
岐

コ
ロ
ナ
感
染
者
の
受
け
入
れ
は

地
域
の
医
療
体
制
の
充
実
を

　
　
市
内
在
住
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
者
は
5
千
名
を
超
え
た
。

全
員
が
医
療
施
設
に
入
院
で
き

ず
、
自
宅
療
養
の
人
も
あ
る
。

ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
出

て
い
る
。
国
は
「
全
数
把
握
は

自
治
体
で
」
の
方
針
で
あ
る
。

本
市
は
、
ど
の
よ
う
に
患
者
を

把
握
し
、
受
け
入

れ
て
い
る
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
感
染

症
患
者
の
把
握

は
、
岐
阜
県
が

行
っ
て
い
る
。
東

濃
圏
域
に
入
院
で

き
る
病
院
が
6
病

院
あ
り
、
市
内
で

は
東
濃
厚
生
病
院

が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
東
濃
圏

域
の
宿
泊
施
設
は
、
土
岐
市
、

恵
那
市
に
2
カ
所
あ
る
。
ま
た
、

発
熱
等
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合

の
診
療
・
検
査
は
県
が
指
定
し

た
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
、
市

内
に
は
7
医
療
機
関
あ
る
。

【
民
生
部
次
長
】

問答 問答

市
は
県
平
均
を
下
回
っ
て
お

り
、
医
師
不
足
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　

　
ま
た
こ
の
地
域
に
は
、
産
婦

人
科
が
な
く
小
児
医
療
も
十
分

に
な
い
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

医
師
確
保
と
と
も
に
、
地
域
の

医
療
体
制
に
お
け
る
課
題
解
消

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
市
長
】 岐阜県における陽性判明後の流れ

通
学
路
安
全
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
令
和
６
年
度
か
ら
市
内
全

校
で
導
入
す
る
本
市
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
本
市
で
は
各
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
な
ど
の
既

存
の
組
織
を
生
か
し
な
が
ら
、

学
校
運
営
協
議
会
と
地
域
学
校

協
働
本
部
が
一
体
と
な
っ
て
、

推
進
し
て
い
る
。
課
題
と
し
て

は
、
協
働
活
動
推
進
員
の
不
足

と
諸
問
題
へ
の
対
応
で
あ
る
。

　
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
で
児

童
生
徒
の
学
び
が
豊
か
に
な
り
、

地
域
へ
の
愛
着
が
芽
生
え
地
域

の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
が
生

ま
れ
る
。
保
護
者
同
士
や
地
域

住
民
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
な

る
。
そ
ん
な
「
地
域
と
共
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

い
る
。
　
　
　
　
　 

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
・
教
育
長
】

棚町　潤（創政みずなみ）

　
　
公
表
さ
れ
て
い
る
通
学
路

対
策
箇
所
一
覧
表
の
中
で
「
対

応
不
可
」
と
な
っ
て
い
る
事
業

化
で
き
な
い
通
学
路
へ
の
考
え

方
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
通
学

路
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
、
関

係
者
と
の
精
度
の
高
い
手
法
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
状
、
事
業
化
が
困
難
な

箇
所
も
あ
る
た
め
、
安
全
指
導

の
強
化
と
通
学
路
の
変
更
に
よ

り
対
応
し
て
い
る
。
あ
ら
か
じ

め
雨
天
時
用
の
別
ル
ー
ト
を
設

定
す
る
な
ど
可
能
な
形
で
の
安

全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、
各

学
校
に
お
い
て
手
段
方
法
を
工

問答 問答本
市
の
考
え
る

　 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は

夫
し
て
情
報
を
広
め
る
と
も
に
、

学
校
運
営
協
議
会
を
活
用
し
て

地
域
や
保
護
者
の
関
心
を
高
め

て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

し
、
経
常
経
費
を
削
減
す
る
必

要
が
あ
る
。
令
和
5
年
度
予
算

に
お
い
て
も
自
治
体
D
X
推
進

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
導
入
や
職

員
の
育
成
に
対
し
て
重
点
的
に

予
算
配
分
し
、
将
来
の
健
全
な

行
財
政
運
営
に
繋
げ
て
い
く
。 

　
　  【
理
事
（
兼
）
総
務
部
長
】

　
　
令
和
４
年
６
月
に
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２

０
２
２
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
次

年
度
の
国
の
予
算
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
。
方
針
の
中
で
は「
人

へ
の
投
資
」「
科
学
技
術
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
」「
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
」

「
G
X
へ
の
投
資
」「
D
X
へ
の

投
資
」
を
推
進
し
て
い
く
と
あ

る
が
、
本
市
の
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
何
か
。

　
　
本
市
が
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
を
行
う
た
め
に
は
D
X

の
推
進
、
協
働
に
よ
る
行
政
運

営
、
子
育
て
支
援
、
女
性
の
活

躍
な
ど
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
の
推
進
に
は
、

職
員
の
資
質
向
上
が
必
須
で
あ

り
、
職
員
の
育
成
に
努
め
、
質

の
高
い
市
政
運
営
を
目
指
し
て

い
く
。【

理
事
（
兼
）
総
務
部
長
】

樋田翔太（瑞浪政志会）

　
　
姉
妹
都
市
の
高
浜
市
で
は

本
庁
舎
を
リ
ー
ス
で
運
用
し
、

経
費
の
平
準
化
を
行
っ
て
い
る
。

経
常
経
費
削
減
の
た
め
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
導
入
、
リ
ー
ス
や
人

材
へ
の
投
資
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。

　
　
比
率
が
高
い
ほ
ど
財
政
の

硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ

る
本
市
の
経
常
収
支
比
率
は

87
・
4
%
で
あ
り
、
県
内
21
市

平
均
値
の
84
・
8
%
を
上
回
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
H
P
に

A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
、
今
年

度
税
務
課
や
保
険
年
金
課
の
一

部
業
務
に
R
P
A
を
導
入
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
き
た
。

今
後
D
X
を
よ
り
強
力
に
推
進

骨
太
の
方
針
へ
の
対
応
は

デ
ジ
タ
ル
で
経
常
経
費
削
減
を

問答 問

答

リース契約の
高浜市役所本庁舎

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

　 主
任
児
童
委
員
の
活
動
の
課
題
は

奥村一仁（創政みずなみ）

委
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を

　
　
委
員
の
実
態
や
意
向
を
把

握
し
、
活
動
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
協
議
会
の
定
例
役
員
会
に

出
席
し
連
携
は
密
に
行
っ
て
お

り
、
委
員
の
活
動
状
況
、
地
域

の
課
題
な
ど
の
実
態
把
握
に
努

め
て
い
る
。

　
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
に
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
の
活
動
の
充

実
が
不
可
欠
で
あ
る
。
市
と
し

て
は
、
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
仲
介
役
と
し
て
連
携

が
必
要
な
機
関
と
の
顔
の
見
え

る
関
係
を
つ
く
り
、
活
動
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。
　
　
　
　
　 【
民
生
部
長
】

　
　
委
員
は
地
域
福
祉
に
お
い

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
存
在
で
あ
る
。
活
動
に
は
ど

の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
と
把
握

し
て
い
る
か
。

　
　
は
じ
め
に
、
扱
う
問
題
の

多
様
化
・
複
雑
化
が
あ
る
。
か

つ
て
民
生
委
員
の
相
談
や
支
援

の
対
象
は
主
に
高
齢
者
だ
っ
た

が
、
現
在
は
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
、
ひ

き
こ
も
り
や
孤
独
死
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
支
援
、
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
年
齢
を
問
わ
ず
一
様

で
な
い
複
雑
な
問
題
が
顕
在
化

し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
会
に

未
加
入
な
ど
地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
、
住
民
の
転
出
入
が

把
握
し
き
れ
な
い
こ
と
も
課
題

で
あ
る
。

　
次
に
、
委
員
と
し
て
の
担
い

手
不
足
が
あ
る
。
現
在
は
年
齢

に
よ
り
仕
事
を
退
職
し
た
方
な

ど
が
大
き
な
担
い
手
と
な
っ
て

い
る
が
、
昨
今
の
定
年
延
長
、

高
齢
者
の
再
雇
用
の
影
響
を
受

け
、
担
い
手
の
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
　 

　【
民
生
部
長
】

問答 問答

全国の民生委員数の推移
土岐町にある対応不可な通学路
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舘林辰郎（日本共産党）

　
　
本
市
に
は
回
復
期
に
入
院

し
て
リ
ハ
ビ
リ
が
出
来
る
医
療

機
関
は
な
く
、
ま
た
国
の
地
域

医
療
構
想
で
は
ベ
ッ
ド
を
減
ら

す
政
策
も
あ
る
。
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
医
療
体
制
の
構
築
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
岐
阜
県
は
10
万
人
あ
た
り

の
医
師
数
が
全
国
で
37
番
目
と

低
く
、
中
で
も
瑞
浪
市
、
土
岐

コ
ロ
ナ
感
染
者
の
受
け
入
れ
は

地
域
の
医
療
体
制
の
充
実
を

　
　
市
内
在
住
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
者
は
5
千
名
を
超
え
た
。

全
員
が
医
療
施
設
に
入
院
で
き

ず
、
自
宅
療
養
の
人
も
あ
る
。

ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
出

て
い
る
。
国
は
「
全
数
把
握
は

自
治
体
で
」
の
方
針
で
あ
る
。

本
市
は
、
ど
の
よ
う
に
患
者
を

把
握
し
、
受
け
入

れ
て
い
る
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
感
染

症
患
者
の
把
握

は
、
岐
阜
県
が

行
っ
て
い
る
。
東

濃
圏
域
に
入
院
で

き
る
病
院
が
6
病

院
あ
り
、
市
内
で

は
東
濃
厚
生
病
院

が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
東
濃
圏

域
の
宿
泊
施
設
は
、
土
岐
市
、

恵
那
市
に
2
カ
所
あ
る
。
ま
た
、

発
熱
等
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合

の
診
療
・
検
査
は
県
が
指
定
し

た
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
、
市

内
に
は
7
医
療
機
関
あ
る
。

【
民
生
部
次
長
】

問答 問答

市
は
県
平
均
を
下
回
っ
て
お

り
、
医
師
不
足
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　

　
ま
た
こ
の
地
域
に
は
、
産
婦

人
科
が
な
く
小
児
医
療
も
十
分

に
な
い
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

医
師
確
保
と
と
も
に
、
地
域
の

医
療
体
制
に
お
け
る
課
題
解
消

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
市
長
】 岐阜県における陽性判明後の流れ

通
学
路
安
全
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
令
和
６
年
度
か
ら
市
内
全

校
で
導
入
す
る
本
市
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
本
市
で
は
各
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
な
ど
の
既

存
の
組
織
を
生
か
し
な
が
ら
、

学
校
運
営
協
議
会
と
地
域
学
校

協
働
本
部
が
一
体
と
な
っ
て
、

推
進
し
て
い
る
。
課
題
と
し
て

は
、
協
働
活
動
推
進
員
の
不
足

と
諸
問
題
へ
の
対
応
で
あ
る
。

　
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
で
児

童
生
徒
の
学
び
が
豊
か
に
な
り
、

地
域
へ
の
愛
着
が
芽
生
え
地
域

の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
が
生

ま
れ
る
。
保
護
者
同
士
や
地
域

住
民
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
な

る
。
そ
ん
な
「
地
域
と
共
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

い
る
。
　
　
　
　
　 

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
・
教
育
長
】

棚町　潤（創政みずなみ）

　
　
公
表
さ
れ
て
い
る
通
学
路

対
策
箇
所
一
覧
表
の
中
で
「
対

応
不
可
」
と
な
っ
て
い
る
事
業

化
で
き
な
い
通
学
路
へ
の
考
え

方
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
通
学

路
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
、
関

係
者
と
の
精
度
の
高
い
手
法
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
状
、
事
業
化
が
困
難
な

箇
所
も
あ
る
た
め
、
安
全
指
導

の
強
化
と
通
学
路
の
変
更
に
よ

り
対
応
し
て
い
る
。
あ
ら
か
じ

め
雨
天
時
用
の
別
ル
ー
ト
を
設

定
す
る
な
ど
可
能
な
形
で
の
安

全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、
各

学
校
に
お
い
て
手
段
方
法
を
工

問答 問答本
市
の
考
え
る

　 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は

夫
し
て
情
報
を
広
め
る
と
も
に
、

学
校
運
営
協
議
会
を
活
用
し
て

地
域
や
保
護
者
の
関
心
を
高
め

て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

し
、
経
常
経
費
を
削
減
す
る
必

要
が
あ
る
。
令
和
5
年
度
予
算

に
お
い
て
も
自
治
体
D
X
推
進

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
導
入
や
職

員
の
育
成
に
対
し
て
重
点
的
に

予
算
配
分
し
、
将
来
の
健
全
な

行
財
政
運
営
に
繋
げ
て
い
く
。 

　
　  【
理
事
（
兼
）
総
務
部
長
】

　
　
令
和
４
年
６
月
に
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２

０
２
２
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
次

年
度
の
国
の
予
算
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
。
方
針
の
中
で
は「
人

へ
の
投
資
」「
科
学
技
術
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
」「
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
」

「
G
X
へ
の
投
資
」「
D
X
へ
の

投
資
」
を
推
進
し
て
い
く
と
あ

る
が
、
本
市
の
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
何
か
。

　
　
本
市
が
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
を
行
う
た
め
に
は
D
X

の
推
進
、
協
働
に
よ
る
行
政
運

営
、
子
育
て
支
援
、
女
性
の
活

躍
な
ど
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
の
推
進
に
は
、

職
員
の
資
質
向
上
が
必
須
で
あ

り
、
職
員
の
育
成
に
努
め
、
質

の
高
い
市
政
運
営
を
目
指
し
て

い
く
。【

理
事
（
兼
）
総
務
部
長
】

樋田翔太（瑞浪政志会）

　
　
姉
妹
都
市
の
高
浜
市
で
は

本
庁
舎
を
リ
ー
ス
で
運
用
し
、

経
費
の
平
準
化
を
行
っ
て
い
る
。

経
常
経
費
削
減
の
た
め
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
導
入
、
リ
ー
ス
や
人

材
へ
の
投
資
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。

　
　
比
率
が
高
い
ほ
ど
財
政
の

硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ

る
本
市
の
経
常
収
支
比
率
は

87
・
4
%
で
あ
り
、
県
内
21
市

平
均
値
の
84
・
8
%
を
上
回
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
H
P
に

A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
、
今
年

度
税
務
課
や
保
険
年
金
課
の
一

部
業
務
に
R
P
A
を
導
入
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
き
た
。

今
後
D
X
を
よ
り
強
力
に
推
進

骨
太
の
方
針
へ
の
対
応
は

デ
ジ
タ
ル
で
経
常
経
費
削
減
を

問答 問

答

リース契約の
高浜市役所本庁舎

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

　 主
任
児
童
委
員
の
活
動
の
課
題
は

奥村一仁（創政みずなみ）

委
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を

　
　
委
員
の
実
態
や
意
向
を
把

握
し
、
活
動
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
協
議
会
の
定
例
役
員
会
に

出
席
し
連
携
は
密
に
行
っ
て
お

り
、
委
員
の
活
動
状
況
、
地
域

の
課
題
な
ど
の
実
態
把
握
に
努

め
て
い
る
。

　
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
に
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
の
活
動
の
充

実
が
不
可
欠
で
あ
る
。
市
と
し

て
は
、
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
仲
介
役
と
し
て
連
携

が
必
要
な
機
関
と
の
顔
の
見
え

る
関
係
を
つ
く
り
、
活
動
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。
　
　
　
　
　 【
民
生
部
長
】

　
　
委
員
は
地
域
福
祉
に
お
い

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
存
在
で
あ
る
。
活
動
に
は
ど

の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
と
把
握

し
て
い
る
か
。

　
　
は
じ
め
に
、
扱
う
問
題
の

多
様
化
・
複
雑
化
が
あ
る
。
か

つ
て
民
生
委
員
の
相
談
や
支
援

の
対
象
は
主
に
高
齢
者
だ
っ
た

が
、
現
在
は
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
、
ひ

き
こ
も
り
や
孤
独
死
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
支
援
、
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
年
齢
を
問
わ
ず
一
様

で
な
い
複
雑
な
問
題
が
顕
在
化

し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
会
に

未
加
入
な
ど
地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
、
住
民
の
転
出
入
が

把
握
し
き
れ
な
い
こ
と
も
課
題

で
あ
る
。

　
次
に
、
委
員
と
し
て
の
担
い

手
不
足
が
あ
る
。
現
在
は
年
齢

に
よ
り
仕
事
を
退
職
し
た
方
な

ど
が
大
き
な
担
い
手
と
な
っ
て

い
る
が
、
昨
今
の
定
年
延
長
、

高
齢
者
の
再
雇
用
の
影
響
を
受

け
、
担
い
手
の
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
　 

　【
民
生
部
長
】

問答 問答

全国の民生委員数の推移
土岐町にある対応不可な通学路

※DX…デジタルトランスフォーメーション

市政一般質問市政一般質問

1011



辻　正之（新政クラブ）

　
　
認
知
症
高
齢
者
等
の
個
人

賠
償
責
任
保
険
の
導
入
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
で
は
、
認
知
症
高
齢

者
等
の
見
守
り
に
関
す
る
施
策

と
し
て
「
高
齢
者
等
見
守
り
活

動
に
関
す
る
協
定
」「
認
知
症

高
齢
者
等
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
G
P
S
機
器
に
よ
り
認

知
症
高
齢
者
の
徘
徊
に
よ
る
事

故
防
止
を
図
る
た
め
の
「
徘
徊

高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
な
ど
の
事
業
に
よ
り
、
何

事
か
が
起
こ
る
前
の
対
策
に
注

力
す
る
事
が
重
要
と
考
え
る
。

行
政
に
よ
る
認
知
症
高
齢
者
等

の
個
人
賠
償
責
任
保
険
の
加
入

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議

認
知
症
高
齢
者
の
賠
償
責
任
保
険

　
　（
仮
）
オ
ー
ル
み
ず
な
み

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議

の
取
組
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
現
時
点
で
は
（
仮
）
オ
ー

ル
み
ず
な
み
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
会
議
は
設
置
し
て
い
な

い
が
、
当
会
議
で
は
、
行
政
が

様
々
な
団
体
等
と
の
情
報
共
有

を
推
進
し
、
情
報
発
信
の
協
力

や
相
談
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
機
能

を
担
っ
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
人
が
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
め
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り
を
目
指
す
。
令
和

４
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
の
２

年
間
を
当
面
の
推
進
期
間
と

し
、
令
和
６
年
度
以
降
は
第
7

次
瑞
浪
市
総
合
計
画
に
位
置
付

け
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
す
る
。

【
理
事
（
兼
）
総
務
部
長
】

問答 問答

は
、
認
知
症
の
方
が
事
故
を
起

こ
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
支
援
す
る
事
業
と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
。
実
施
自
治
体
の
導
入

経
緯
、
事
業
内
容
等
を
参
考
に
、

事
業
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
　
　
　
　
　 【
民
生
部
長
】

地区公民館での健康講座

認
知
症
高
齢
者
の
行
方
不
明
対
策

　
　
9
月
30
日
に
退
任
さ
れ
る

教
育
長
の
3
年
間
の
総
括
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
就
任
早
々
コ
ロ
ナ
と
の
戦

い
が
始
ま
っ
た
。
感
染
予
防
対

策
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
、「
学

び
の
保
障
」
や
「
子
ど
も
た
ち

の
心
身
へ
の
影
響
」
に
配
慮
し

た
3
年
間
だ
っ
た
。
様
々
な
教

育
活
動
が
制
約
さ
れ
る
中
で
も
、

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
や
先
生

方
の
献
身
的
な
取
組
、
保
護
者

や
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に

対
し
て
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。

【
教
育
長
】

加藤輔之（新政クラブ）

　
　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
な

か
で
、
行
方
不
明
に
よ
る
出
動

件
数
の
推
移
と
消
防
団
出
動
ま

で
の
流
れ
は
ど
の
よ
う
か
。

　
ま
た
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

に
は
地
域
と
連
携
が
必
要
と
考

え
る
が
、
認
知
症
高
齢
者
等

S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に

地
域
団
体
、
地
域
福
祉
施
設
、

民
間
業
者
等
を
協
力
団
体
と
し

て
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　
直
近
5
年
間
の
件
数
は
平

成
29
年
度
3
件
、
平
成
30
年
度

4
件
、
令
和
元
年
度
5
件
、
令

和
2
年
度
4
件
、
令
和
3
年
度

5
件
、
令
和
4
年
度
は
8
月
末

問答 問答「
教
育
の
ま
ち
瑞
浪
」
の
実
現

現
在
2
件
で
あ
る
。
捜
索
は
警

察
が
主
体
と
な
り
、警
察
に
「
行

方
不
明
届
」
が
出
て
消
防
に
捜

索
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
消
防

職
員
が
捜
索
を
開
始
す
る
。
関

係
者
の
意
向
を
重
視
し
、
警
察

及
び
消
防
団
長
と
協
議
し
必
要

に
よ
り
消
防
団
員
を
招
集
す
る
。

　
行
方
不
明
者
の
捜
索
は

S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に

限
ら
ず
、
警
察
の
指
揮
の
も
と

で
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
団
体

に
よ
る
捜
索
に
つ
い
て
も
警
察

よ
り
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
消
防
長
・
民
生
部
長
】

コロナとの闘い
新成人ランウェイ

9月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

※議第46号は、内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。

案　件 議案番号 議　案　名 採決結果付託先

条　例

人　事

その他

予　算

認　定

議第 39号

議第 41号

議第 40号

議第 42号
議第 43号
議第 44号
議第 45号
議第 46号
議第 47号
議第 48号
議第 49号
議第 50号
議第 51号
認第 1 号
認第 2 号
認第 3 号
認第 4 号
認第 5 号
認第 6 号
認第 7 号

総務民生文教

省　略

総務民生文教

省　略
省　略
省　略
省　略

総務民生文教
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算

可決

可決

可決

可決
可決
同意
同意
可決
可決
可決
可決
可決
可決
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定

瑞浪市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

瑞浪市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
瑞浪市教育長の任命につき同意を求めることについて
瑞浪市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
財産の処分について【旧陶小学校の土地・建物の処分】
令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第６号）
令和４年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第７号）
令和３年度瑞浪市一般会計決算の認定について
令和３年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計決算の認定について
令和３年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計決算の認定について
令和３年度瑞浪市介護保険事業特別会計決算の認定について
令和３年度瑞浪市駐車場事業特別会計決算の認定について
令和３年度瑞浪市水道事業会計決算の認定について
令和３年度瑞浪市下水道事業会計決算の認定について

視察日 視察者

行政視察の受け入れ状況

神奈川県厚木市議会
【新政あつぎ 2名】令和 4年 7月27日（水）

令和 4年 8月15日（月）

令和 4年 8月23日（火）

令和 4年 10月6日（木）

令和 4年 10月13日（木）

令和 4年 10月19日（水）

・ZEB 達成の瑞浪北中学校の取り組みについて

・瑞浪北中学校 スーパーエコスクールについて

・280MHｚ防災ラジオシステム整備事業について

・瑞浪北中学校 スーパーエコスクールについて

・瑞浪北中学校 ゼロエネルギー (ZEB) 校舎について

令和 4年 10月25日（火）

埼玉県朝霞市議会
【無所属クラブ 2名】

・コミュニティバス及びデマンド交通の運行について
・移住支援について
・瑞浪北中学校「エコな学校校舎」について

東京都大田区議会
【こども文教委員会 9名】
長野県伊那市議会
【総務文教委員会 7名】
東京都武蔵野市議会
【文教委員会 6名】

令和 4年 10月18日（火） ・瑞浪市化石博物館について岡山県奈義町議会
【常任委員会（合同）10名】
岩手県矢巾町議会
【総務常任委員会 6名】
愛知県豊橋市議会
【建設文教委員会 6名】

・スーパーエコスクール実証事業
　「瑞浪北中学校の取り組み」について

視察の主な内容

市政一般質問議決結果一覧 ・ 行政視察の受け入れ
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辻　正之（新政クラブ）

　
　
認
知
症
高
齢
者
等
の
個
人

賠
償
責
任
保
険
の
導
入
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
で
は
、
認
知
症
高
齢

者
等
の
見
守
り
に
関
す
る
施
策

と
し
て
「
高
齢
者
等
見
守
り
活

動
に
関
す
る
協
定
」「
認
知
症

高
齢
者
等
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
G
P
S
機
器
に
よ
り
認

知
症
高
齢
者
の
徘
徊
に
よ
る
事

故
防
止
を
図
る
た
め
の
「
徘
徊

高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
な
ど
の
事
業
に
よ
り
、
何

事
か
が
起
こ
る
前
の
対
策
に
注

力
す
る
事
が
重
要
と
考
え
る
。

行
政
に
よ
る
認
知
症
高
齢
者
等

の
個
人
賠
償
責
任
保
険
の
加
入

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議

認
知
症
高
齢
者
の
賠
償
責
任
保
険

　
　（
仮
）
オ
ー
ル
み
ず
な
み

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議

の
取
組
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
現
時
点
で
は
（
仮
）
オ
ー

ル
み
ず
な
み
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
会
議
は
設
置
し
て
い
な

い
が
、
当
会
議
で
は
、
行
政
が

様
々
な
団
体
等
と
の
情
報
共
有

を
推
進
し
、
情
報
発
信
の
協
力

や
相
談
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
機
能

を
担
っ
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
人
が
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
め
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り
を
目
指
す
。
令
和

４
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
の
２

年
間
を
当
面
の
推
進
期
間
と

し
、
令
和
６
年
度
以
降
は
第
7

次
瑞
浪
市
総
合
計
画
に
位
置
付

け
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
す
る
。

【
理
事
（
兼
）
総
務
部
長
】

問答 問答

は
、
認
知
症
の
方
が
事
故
を
起

こ
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
支
援
す
る
事
業
と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
。
実
施
自
治
体
の
導
入

経
緯
、
事
業
内
容
等
を
参
考
に
、

事
業
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
　
　
　
　
　 【
民
生
部
長
】

地区公民館での健康講座

認
知
症
高
齢
者
の
行
方
不
明
対
策

　
　
9
月
30
日
に
退
任
さ
れ
る

教
育
長
の
3
年
間
の
総
括
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
就
任
早
々
コ
ロ
ナ
と
の
戦

い
が
始
ま
っ
た
。
感
染
予
防
対

策
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
、「
学

び
の
保
障
」
や
「
子
ど
も
た
ち

の
心
身
へ
の
影
響
」
に
配
慮
し

た
3
年
間
だ
っ
た
。
様
々
な
教

育
活
動
が
制
約
さ
れ
る
中
で
も
、

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
や
先
生

方
の
献
身
的
な
取
組
、
保
護
者

や
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に

対
し
て
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。

【
教
育
長
】

加藤輔之（新政クラブ）

　
　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
な

か
で
、
行
方
不
明
に
よ
る
出
動

件
数
の
推
移
と
消
防
団
出
動
ま

で
の
流
れ
は
ど
の
よ
う
か
。

　
ま
た
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

に
は
地
域
と
連
携
が
必
要
と
考

え
る
が
、
認
知
症
高
齢
者
等

S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に

地
域
団
体
、
地
域
福
祉
施
設
、

民
間
業
者
等
を
協
力
団
体
と
し

て
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　
直
近
5
年
間
の
件
数
は
平

成
29
年
度
3
件
、
平
成
30
年
度

4
件
、
令
和
元
年
度
5
件
、
令

和
2
年
度
4
件
、
令
和
3
年
度

5
件
、
令
和
4
年
度
は
8
月
末

問答 問答「
教
育
の
ま
ち
瑞
浪
」
の
実
現

現
在
2
件
で
あ
る
。
捜
索
は
警

察
が
主
体
と
な
り
、警
察
に
「
行

方
不
明
届
」
が
出
て
消
防
に
捜

索
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
消
防

職
員
が
捜
索
を
開
始
す
る
。
関

係
者
の
意
向
を
重
視
し
、
警
察

及
び
消
防
団
長
と
協
議
し
必
要

に
よ
り
消
防
団
員
を
招
集
す
る
。

　
行
方
不
明
者
の
捜
索
は

S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に

限
ら
ず
、
警
察
の
指
揮
の
も
と

で
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
団
体

に
よ
る
捜
索
に
つ
い
て
も
警
察

よ
り
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
消
防
長
・
民
生
部
長
】

コロナとの闘い
新成人ランウェイ

9月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

※議第46号は、内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。

案　件 議案番号 議　案　名 採決結果付託先

条　例

人　事

その他

予　算

認　定

議第 39号

議第 41号

議第 40号

議第 42号
議第 43号
議第 44号
議第 45号
議第 46号
議第 47号
議第 48号
議第 49号
議第 50号
議第 51号
認第 1 号
認第 2 号
認第 3 号
認第 4 号
認第 5 号
認第 6 号
認第 7 号

総務民生文教

省　略

総務民生文教

省　略
省　略
省　略
省　略

総務民生文教
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算

可決

可決

可決

可決
可決
同意
同意
可決
可決
可決
可決
可決
可決
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定

瑞浪市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

瑞浪市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
瑞浪市教育長の任命につき同意を求めることについて
瑞浪市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
財産の処分について【旧陶小学校の土地・建物の処分】
令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第６号）
令和４年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度瑞浪市一般会計補正予算（第７号）
令和３年度瑞浪市一般会計決算の認定について
令和３年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計決算の認定について
令和３年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計決算の認定について
令和３年度瑞浪市介護保険事業特別会計決算の認定について
令和３年度瑞浪市駐車場事業特別会計決算の認定について
令和３年度瑞浪市水道事業会計決算の認定について
令和３年度瑞浪市下水道事業会計決算の認定について

視察日 視察者

行政視察の受け入れ状況

神奈川県厚木市議会
【新政あつぎ 2名】令和 4年 7月27日（水）

令和 4年 8月15日（月）

令和 4年 8月23日（火）

令和 4年 10月6日（木）

令和 4年 10月13日（木）

令和 4年 10月19日（水）

・ZEB 達成の瑞浪北中学校の取り組みについて

・瑞浪北中学校 スーパーエコスクールについて

・280MHｚ防災ラジオシステム整備事業について

・瑞浪北中学校 スーパーエコスクールについて

・瑞浪北中学校 ゼロエネルギー (ZEB) 校舎について

令和 4年 10月25日（火）

埼玉県朝霞市議会
【無所属クラブ 2名】

・コミュニティバス及びデマンド交通の運行について
・移住支援について
・瑞浪北中学校「エコな学校校舎」について

東京都大田区議会
【こども文教委員会 9名】
長野県伊那市議会
【総務文教委員会 7名】
東京都武蔵野市議会
【文教委員会 6名】

令和 4年 10月18日（火） ・瑞浪市化石博物館について岡山県奈義町議会
【常任委員会（合同）10名】
岩手県矢巾町議会
【総務常任委員会 6名】
愛知県豊橋市議会
【建設文教委員会 6名】

・スーパーエコスクール実証事業
　「瑞浪北中学校の取り組み」について

視察の主な内容

市政一般質問議決結果一覧 ・ 行政視察の受け入れ
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みずなみ議会ちゃんねる。
市議会ホームページ

2～4
5

6～12
13
14

委員会の審査報告
令和３年度決算事業評価
市政一般質問
議決結果一覧・行政視察の受け入れ
議会報告会のお知らせ・編集後記

　コロナ禍にあって密な都市部から離れ、空気のきれいな自然の中でのアクティビティに注目が集
まっています。釜戸町の竜吟峡にも名古屋近辺から多くの訪問客が訪れています。コロナで大きく社
会が変わるなか、今年も変わらぬ秋の山の賑わいを見せてくれることでしょう。

　瑞
浪
市
議
会
で
は
、
11
月
8
日
〜

11
日
に
『
議
会
報
告
会
』
を
開
催
し

ま
す
。
毎
年
開
催
し
て
い
る
議
会
報

告
会
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、

令
和
2
年
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

議
会
報
告
会
、
令
和
3
年
度
は
中
学

3
年
生
を
対
象
と
し
た
議
会
報
告
会

と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
い
つ

も
の
形
式
で
、
全
地
区
で
皆
様
に
お

逢
い
し
要
望
や
意
見
を
お
聴
き
し
ま

す
。
日
時
、
場
所
等
の
詳
細
な
内
容

は
上
記
の
通
り
で
す
。

　現
在
、
第
6
次
総
合
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
重

点
方
針
に
、
『
協
働
の
夢
づ
く
り
』

が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
や

良
好
な
人
間
関
係
に
よ
り
、
各
世
代

の
人
々
が
刺
激
を
受
け
合
い
な
が
ら
、

〝
私
た
ち
の
ま
ち
を
良
く
し
た
い
〞

と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
き
た
重
点
方

針
で
す
。
本
年
の
議
会
報
告
会
は
、

『
協
働
』
と
『
地
域
の
課
題
』
を
合

わ
せ
て
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
と
展
望
』
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

皆
様
の
意
見
や
要
望
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
　議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　
　委
員
　柴
田
　幸
一
郎

12
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　11
月
28
日（
月
）〜
12
月
26
日（
月
）

◆
市
政
一
般
質
問

　12
月
20
日（
火
）9
時
〜

　12
月
21
日（
水
）9
時
〜

令和４年度 瑞浪市議会 議会報告会
皆様の声を
議会にお届け

ください！

　本年度、議会では総合計画特別委員会を設置し、
１年間第６次瑞浪市総合計画について他市の計画
等も参考にしながら検証してきました。その内容
についてご報告いたします。

※新型コロナウイルス感染症の流行状況により中止・変更となる可能性があります。

● 日時・会場
地区 日　時 会　場 定員

土岐 11 月8 日（火）　19:00～20:30 瑞浪市総合消防防災センター 30 名

明世 11 月8 日（火）　19:00～20:30 瑞浪市民体育館 25 名

瑞浪 11 月9 日（水）　19:00～20:30 瑞浪市総合文化センター 40 名

日吉 11 月9 日（水）　19:00～20:30 日吉コミュニティーセンター 25 名

陶 11 月10 日（木）　19:00～20:30 陶コミュニティーセンター 25 名

釜戸 11 月10 日（木）　19:00～20:30 釜戸コミュニティーセンター 25 名

稲津 11 月11 日（金）　19:00～20:30 稲津コミュニティーセンター 25 名

大湫 11 月11 日（金）　19:00～20:30 大湫コミュニティーセンター 25 名

テ
ー
マ

議会からの報告
議会はこう見た！

瑞浪市の10 年
　市政の柱となっている協働のまちづくりですが、
少子高齢化等により協働を担う市民側の環境は大
きく変化しています。協働を進めていく上での課
題と展望についてご意見を伺います。

第２部第1部

テ
ー
マ

ワークショップ
協働のまちづくりの

課題と展望

　瑞浪市議会として、議会の活動を報告し、市民の皆様の声を政策に反映していくために、議会報告会を開
催します。
　議会からの報告と合わせ、「協働のまちづくりの課題と展望」をテーマに、市民の皆様からのご意見を伺
います。お誘い合わせのうえ、お気軽にご参加ください。

本年度は市内全８地区で開催します！

タイトル「竜吟渓谷の秋」　竜吟の滝　撮影者　水野利之　様　(釜戸町)
表紙等に掲載する写真を募集しています。詳しくは市議会ホームページをご覧ください。

瑞浪市議会個人情報保護条例についてのご意見募集
　11月1日（火）～30日(水)の期間で、瑞浪市議会個人情報保護条例の制定について、
皆さまからご意見を募集しています。詳しくはホームページをご覧ください。

議会報告会のお知らせ ・ 編集後記
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